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要旨

家畜市場において肉用牛改良の進展と農家の育成技術が向上し発育の優れる子牛が多くなり、市
場出荷目安（去勢：体重310-330kg、体高118-120cm、雌：体重280-310kg、体高115-116cm）（以
下、「出荷目安」という。）よりも大きい子牛は全上場頭数の約1/3以上。しかし、出荷目安より小
さい子牛も上場され発育のバラツキが増加。今回、R3.4～R5.9上場された去勢5,670頭、雌4,365
頭のデータをPythonを用い、月齢を3群、体重・体高を9群に分け分析。更に標準化した売却価
格を被説明変数、日齢、体重、体高、血統を説明変数とし重回帰分析を実施。結果、出荷目安より
低い子牛は、有意に市場平均価格以下で取引。また、280日齢で出荷目安まで発育した子牛を310
日齢まで飼養売却した場合、推定評価額として去勢約4.4万円増、雌2.1万円増。子牛1頭あたり
の生産費は、月約5万円であることから飼養期間を短縮した場合、コスト削減が期待。飼料価格や
資材高騰の中、出荷目安以上で出荷する生産者は飼養期間の短縮による収益増が見込まれる。

1. はじめに
近年、肉用牛の改良が進むとともに農家の育成技

術が向上し、発育の優れる子牛が増えている。市場
出荷目安（以下、「出荷目安」という。）は、体重、
体高は去勢、310～330kg、118～120cm、雌、280
～310kg、115～116cmである。

出荷目安より、体重、体高が大きい発育良好な子
牛の割合が増加し、全上場頭数の3分の1以上を

占め（図-１）、高値で取引される傾向がある。しか
し、出荷目安以下の子牛も存在するため、発育のば
らつきが増加している。今回、上場子牛の適正出荷
に向け、市場データを解析したので、報告する。

2.あきた総合家畜市場の現状について
近年の家畜市場の出荷平均日齢、体重、体高の各

開催日の平均の幾何平均は、去勢では、289.4日、
333.1kg、120.8cm、雌では、296.3日、307.5kg、
116.7cmであった。価格の標準偏差を算出したと
ころ、去勢は約125,000円、雌は、約110,000円で
あった。今回、価格偏差値で考えているため、ある
子牛の価格偏差値が50であれば、その開催市場で
の性別ごとの平均価格で売買取引されたことにな
る。以上から、価格偏差値が１増減すると、売却価
格は、去勢では、12,500円の増減、雌では、11,000
円の増減と仮定された。

＊発育良好（出荷目安より体重、体高ともに上の子牛）

全体の1/3以上は
発育良好で出荷

8か月齢 9か月齢 10か月齢 8か月齢 9か月齢 10か月齢

発育良好 90 780 1,300 20 350 1,017
出荷目安 18 232 300 3 108 262
その他 52 1,018 1,660 22 571 1,810
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図-1：R3.4～R4.9のあきた総合家畜市場の去勢、雌の上場頭数



３．データ、定義、前処理、解析法について

データは、令和3年4月から令和5年9月まで
の計30開催の市場データを用い、対象頭数は、去
勢5,670頭、雌4,365頭であった。市場開催毎に性
別平均価格が異なることから、売却価格の標準化の
ために、価格偏差値を用いた。

価格偏差値＝（売却価格－その市場の性別平均価格）
÷その市場の性別価格標準偏差×10＋50

解析方法は、性別ごとに、月齢、体重、体高を用
いた群別分析と日齢、体重、体高、血統を用いた重
回帰分析を行った。群別分析で用いる月齢の定義は、
8か月齢を230～254齢、９か月齢を255～285日
齢、１０か月齢を286～320日齢とした。

４．群別分析
群別分析は、去勢、雌それぞれで、月齢別に３群

に分け、更に出荷目安の体重、体高を基準に表-１
のように9群に分け、各群の価格偏差値の平均値
を求めた。また、9、10か月齢の市場出荷目安群と
各群の価格偏差値の平均の差について、Dunnett
検定を用いて有意差を調べ、有意な差があるかを判
断した。

５．群別分析の結果
去勢8か月齢では、160頭が出荷されており、出

荷目安群の価格偏差値の平均が53.7であった
（図-２）。
去勢9か月齢は2,030頭出荷されており、出荷目

安群の価格偏差値の平均は50.1と開催市場での去
勢平均価格で取引されると期待された。出荷目安群
の価格偏差値の平均と各群の価格偏差値の平均を

比較すると、体重が軽い群および体重が出荷目安で
体高が低い群は、出荷目安群より有意に価格偏差値
が低く、開催市場での去勢平均価格未満で取引され
る傾向があった。一方、体重が重く体高が出荷目安
以上の群は、出荷目安群より有意に高い価格で取引
される傾向があった（図-３）。
去勢10か月齢は3,260頭出荷されており、出荷

目安群の価格偏差値の平均は、去勢9か月齢より
やや低く48.5であった。出荷目安群の価格偏差値
の平均と各群の価格偏差値の平均を比較すると、去
勢9か月齢と同様に、体重が軽い群および体重が
出荷目安で体高が低い群は、出荷目安群より有意に
価格偏差値が低く、開催市場での去勢平均価格未満
で取引される傾向があった。一方、体重が重く体高
が出荷目安以上の群は、出荷目安群より有意に高い
価格で取引される傾向があった（図-４）。

表-1：出荷目安を基準に９群に分類

図-2：去勢8ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較

図-3：去勢9ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較



雌8か月齢は45頭が出荷されており、対象頭数
が少なく参考として示す（図-5）。
雌9か月齢は1,029頭出荷されており、出荷目安

群の価格偏差値の平均は、52.2であった。出荷目安
群の価格偏差値の平均と各群の価格偏差値の平均
を比較すると、体重が軽い群および体重が出荷目安
で体高が低い群は、出荷目安群より有意に価格偏差
値が低く開催市場での去勢平均価格未満で取引さ
れる傾向があった。一方、体重が重く体高が出荷目
安より高い群は、出荷目安群より有意に高い価格で
取引される傾向があった（図-6）。
雌10か月齢は2,915頭出荷されており、出荷目

安群の価格偏差値の平均は、9か月齢よりやや低く
48.9であった。出荷目安群の価格偏差値の平均と
各群の価格偏差値の平均を比較すると、雌9か月
齢と同様に、体重が軽い群および体重が出荷目安で
体高が低い群は、出荷目安群より有意に価格偏差値
が低く開催市場での去勢平均価格未満で取引され
る傾向があった。一方、体重が重く体高が出荷目安
より高い群は、出荷目安群より有意に高い価格で取
引される傾向があった（図-7）。

６．重回帰分析について
仮定として、9か月齢で出荷目安群である子牛を

１か月（30日）長く飼養したときの価値の上昇の
理論値を求めるために、重回帰分析を行った。モデ
ル式は以下のとおりとした。

図-4：去勢10ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較 図-5：雌8ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較

図-6：雌9ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較

図-7：雌10ヶ月齢 市場出荷目安群とその他群の比較



Y=β０＋β１X1＋β２X2＋･･･βｎXｎ＋ε
（ε：誤差）

方法は、Python のライブラリの stasmodels の
OLSモデルを用いた。被説明変数を価格偏差値、
説明変数は、日齢、体重、体高、血統を用いた。血
統については、父、母父、母母父のある一定上場頭
数以上のものを説明変数の候補とした。
去勢では、父上場頭数10頭以上、母父15頭以

上、母母父40頭以上（表-2）、雌では、父上場頭数
10頭以上、母父上場頭数９頭以上、母母父上場頭
数20頭以上（表-3）を対象とした。

各種雄牛をダミー変数化し、自作の関数のステッ
プワイズ法（変数減少法）で、価格偏差値に影響が
ある種雄牛を取捨選択した。取捨選択後の種雄牛の
説明変数は、去勢、雌それぞれ、表-4、表-5に示
し、価格偏差値にプラスまたはマイナスの効果を及
ぼすものである。

７．重回帰分析の結果
去勢の重回帰分析の結果、日齢が進むとマイナス

の効果、体重、体高が増加するとプラスの効果、血
統については、プラスまたはマイナスの効果があっ
た。280日齢で、出荷目安の去勢を30日長く飼養
したとき、310日齢で体高122cm、体重356kgに
増加すると仮定した場合、回帰式より価格偏差値は、
約3.5増となると期待された。各血統の係数につい
ては省略する。つまり、子牛自体の価格は、仮定の
価格標準偏差の10分の1の12,500円をかけて、
約44,000円の増加になると仮定された（図-８）。

表-２：去勢の血統の候補一覧

表-3：雌の血統の候補一覧

表-4：去勢の血統の候補一覧（ステップワイズ法後）

表-5：雌の血統の候補一覧（ステップワイズ法後）



雌の重回帰分析の結果は、去勢と同様に日齢が進
むとマイナスの効果、体重、体高が増加するとプラ
スの効果、血統についてはプラスまたはマイナスの
効果があった。280日齢で、出荷目安である雌を
30日長く飼養したとき、310日齢で体高117cm、
体重320kgとなると仮定した場合、価格偏差値は
約1.9増となった。各血統の係数については省略す
る。つまり、子牛自体の価格は、仮定の価格標準偏
差の10分の1の11,000円をかけて、約22,000円
の価値の増加になると仮定された（図-９）。

８．まとめ
群別解析より、去勢、雌ともに9、10か月齢で出

荷目安より小さい群の価格偏差値の平均は、出荷目
安群の平均より有意に低く平均価格未満で取引さ
れる傾向があった。去勢では体重が重く体高が出荷
目安以上群、雌では体重が重く体高が出荷目安より
高い群が出荷目安群の価格偏差値の平均より有意
に高かった。また、去勢、雌ともに、9か月齢の出
荷目安群では、去勢50.1、雌52.2と市場平均価格

で取引されていた。以上より、去勢、雌ともに出荷
目安より小さい子牛は、市場平均未満で取引されて
いることから、9か月齢で出荷目安の発育で出荷す
ることが重要である。このことから、出荷目安未満
で子牛を出荷している傾向のある繁殖農家に対し
ては、出荷目安で出荷出来るような育成技術につい
て、フォローアップする必要があるかと思われる。
今回の重回帰分析の結果から、市場出荷目安の子

牛を１か月長く飼養したときの子牛自体の価値は、
去勢では、約44,000円、雌では21,000円の増加と
なると推定された。飼料代、労働費を含めた生産費
を月50,000円と仮定したとき、コストのほうが上
回ると示唆された。重回帰分析でまだ説明できない
部分があるため今後さらなる検討が必要と考える。
また、子牛の売却価格は、その時の市場平均価格に
も左右されるため市場の動向を見ながらの出荷も
重要とはなるが、出荷目安以上で出荷する傾向のあ
る繁殖農家が、1か月早く出荷することで、市場上
場子牛のばらつきの解消が期待されること、農家自
身の生産費の削減、所得の向上につながることが示
唆された。

図-8：去勢の重回帰分析の結果

図-９：雌の重回帰分析の結果


